
Ⅰ 教職課程履修要項

⚑．卒業後、教育職員になろうとする者は、教育職員免許法に定める教育職員免許
状を取得しなければならない。

⚒．この課程は、あくまで将来教職に従事しようとする強い熱意をもつ学生のため
に設けたものである。

⚑ 取得できる教員免許状の種類と免許教科

学 部 学 科 免 許 状 の 種 類 免 許 教 科

文学部

英語文化学科
中学校教諭一種免許状 外国語（英語）

高等学校教諭一種免許状 外国語（英語）

日本語・日本文学科
中学校教諭一種免許状 国語

高等学校教諭一種免許状 国語・書道

文化総合学科
中学校教諭一種免許状 社会

高等学校教諭一種免許状 地理歴史・公民

人間生活学部

人間生活学科
中学校教諭一種免許状 家庭

高等学校教諭一種免許状 家庭・福祉

食物栄養学科 栄養教諭一種免許状

保育学科
幼稚園教諭一種免許状

特別支援学校教諭一種免許状

※ 保育学科においては、幼稚園教諭免許状を取得するための単位を修得して卒業することを原則とす
る。

⚒ 教職免許状授与の基礎資格と最低修得単位数
⚑．学士の学位を有すること。
⚒．免許状の種類・免許教科に応じて単位を修得すること。
⚓．教職免許状施行規則第 66 条の⚖に定める科目を修得すること。
⚔．栄養教諭免許状については、管理栄養士課程を修了すること。
⚕．特別支援学校教諭免許状は、幼稚園教諭免許状を同時に取得、もしくは取得済みで
あること。
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◆ 教職免許状の種類別最低修得単位数

免許状の
種 類

免 許
教 科

教科又は教職に関する科目 施行規則第 66 条の⚖に定める科目

教科に
関する
科 目

栄養に係る
教育に関す
る 科 目

教職に
関する
科 目

特別支援
教育に関
する科目

教科又は
教職に関
する科目

合計 日本国
憲 法 体育

外 国 語
コミュニ
ケーション

情 報
機器の
操 作

中 学 校
教諭一種
免 許 状

外国語(英語) 20 31 8 59

2 2 2 2

国 語 20 31 8 59
社 会 20 31 8 59
家 庭 20 31 8 59

高等学校
教諭一種
免 許 状

外国語(英語) 20 23 16 59
国 語 20 23 16 59
書 道 20 23 16 59
地 理 歴 史 20 23 16 59
公 民 20 23 16 59
家 庭 20 23 16 59
福 祉 20 23 16 59

栄養教諭一種免許状 4 18 22
幼稚園教諭一種免許状 6 35 10 51
特別支援学校教諭一種免許状 26 26

※ 上表にあげた⽛最低修得単位数⽜は法令上のものであり、各教科別の単位の修得方法を参考に、必要
単位を修得すること
※ ⽛教科又は教職に関する科目⽜とは、⽛教科に関する科目⽜と⽛教職に関する科目⽜の双方を意味する
ものである。ただし、2017 年度以前入学生については、英語文化学科専門科目の⽛翻訳ワークショップ
ａ、ｂ⽜と、⽛児童英語ａ、ｂ⽜、⽛児童英語活動Ⅰ・Ⅱ⽜は、免許教科⽛外国語（英語）⽜の教科又は教
職に関する科目として加算される。
上述した法令上の⽛最低修得単位数⽜以上の単位数は、⽛教科又は教職に関する科目⽜の単位数として
換算できる。⽛教科に関する科目⽜⽛教職に関する科目⽜⽛教科又は教職に関する科目⽜合わせて、中学校
教諭免許及び高等学校教諭免許においては 59 単位、幼稚園教諭免許においては 51 単位を修得するこ
と。

◆ 免許法施行規則第 66 の⚖に定める科目の修得方法
教育職員免許状取得のためには、⽛日本国憲法⽜⚒単位、⽛体育⽜⚒単位、⽛外国語コミュ

ニケーション⽜⚒単位および⽛情報機器の操作⽜⚒単位を修得しなければならない。
学部ごとに、次ページ以降のように開設しているので、必ず修得すること。
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文 学 部
〈2018 年度以降入学生に適用〉

学 科 等
免許法施行規則に
定める科目区分

左記に対応する本学の授業科目
備 考

授 業 科 目 単 位 数
科 目 単位数 必修 選択

英語文化学科 日本国憲法 2 日本国憲法 2
体育 2 運動の科学 2 ⎫

⎜

⎬
⎜

⎭

運動の科学もしくは
運動の実践Ａ、Ｂ
⚒単位以上必修

運動の実践Ａ 1
運動の実践Ｂ 1

外国語コミュニ
ケーション

2 Oral English Ia 1 ⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

いずれか⚒単位
以上必修

Oral English Ib 1
Oral English IIa 1
Oral English IIb 1
中級ドイツ語ＢⅠ 1
中級ドイツ語ＢⅡ 1
中級フランス語ＢⅠ 1
中級フランス語ＢⅡ 1
中級中国語ＢⅠ 1
中級中国語ＢⅡ 1
中級韓国語ＢⅠ 1
中級韓国語ＢⅡ 1

情報機器の操作 2 情報リテラシーＡ 2
日本語・
日本文学科
文化総合学科

日本国憲法 2 日本国憲法 2
体育 2 運動の科学 2 ⎫

⎜

⎬
⎜

⎭

運動の科学もしくは
運動の実践Ａ、Ｂ
⚒単位以上必修

運動の実践Ａ 1
運動の実践Ｂ 1

外国語コミュニ
ケーション

2 Academic Communication Ⅰ 1 ⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

いずれか⚒科目
⚒単位以上必修

Academic Communication Ⅱ 1
Interactive English A 1
Interactive English B 1
Academic Speaking & Discussion 1
English for Global Communication A 1
English for Global Communication B 1
CLIL English A 1
CLIL English B 1
中級ドイツ語ＢⅠ 1
中級ドイツ語ＢⅡ 1
中級フランス語ＢⅠ 1
中級フランス語ＢⅡ 1
中級中国語ＢⅠ 1
中級中国語ＢⅡ 1
中級韓国語ＢⅠ 1
中級韓国語ＢⅡ 1

情報機器の操作 2 情報リテラシーＡ 2
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〈2015～2017 年度入学生に適用〉

学 科 等
免許法施行規則に
定める科目区分

左記に対応する本学の授業科目
備 考

授 業 科 目 単 位 数
科 目 単位数 必修 選択

英語文化学科 日本国憲法 2 基礎法学Ａ－ａ（憲法） 2
体育 2 身体科学Ｂ 2 ⎫

⎜

⎬
⎜

⎭

身体科学Ｂもしくは
運動の実践Ａ、Ｂ
⚒単位以上必修

運動の実践Ａ 1
運動の実践Ｂ 1

外国語コミュニ
ケーション

2 Oral English I 2 ⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

いずれか⚒単位
以上必修

Oral English II 2
中級ドイツ語ＢⅠ 1
中級ドイツ語ＢⅡ 1
中級フランス語ＢⅠ 1
中級フランス語ＢⅡ 1
中級中国語ＢⅠ 1
中級中国語ＢⅡ 1
中級韓国語ＢⅠ 1
中級韓国語ＢⅡ 1

情報機器の操作 2 情報処理 2 ⎫
⎜

⎬
⎜

⎭

いずれか⚑科目
⚒単位以上必修情報リテラシーＡ 2

情報リテラシーＢ 2
日本語・
日本文学科
文化総合学科

日本国憲法 2 基礎法学Ａ－ａ（憲法） 2
体育 2 身体科学Ｂ 2 ⎫

⎜

⎬
⎜

⎭

身体科学Ｂもしくは
運動の実践Ａ、Ｂ
⚒単位以上必修

運動の実践Ａ 1
運動の実践Ｂ 1

外国語コミュニ
ケーション

2 Academic Communication AI 1 ⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

いずれか⚒科目
⚒単位以上必修

Academic Communication AII 1
Academic Communication BI 1
Academic Communication BII 1
Interactive English A 1
Interactive English B 1
Academic Speaking & Discussion 1
English for Global Communication A 1
English for Global Communication B 1
CLIL English A 1
CLIL English B 1
中級ドイツ語ＢⅠ 1
中級ドイツ語ＢⅡ 1
中級フランス語ＢⅠ 1
中級フランス語ＢⅡ 1
中級中国語ＢⅠ 1
中級中国語ＢⅡ 1
中級韓国語ＢⅠ 1
中級韓国語ＢⅡ 1

情報機器の操作 2 情報処理 2 ⎫
⎜

⎬
⎜

⎭

いずれか⚑科目
⚒単位以上必修情報リテラシーＡ 2

情報リテラシーＢ 2
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人間生活学部

学 科 免許法施行規則に
定める科目区分等

必修
単位

左記に対応する
本学の開設科目

単位数
備 考

必修 選択
人間生活学科
食物栄養学科
保育学科

日本国憲法 ⚒ 日本国憲法 ⚒
体育 ⚒ 運動の実践Ａ 1

運動の実践Ｂ 1
外国語コミュニ
ケーション

⚒ Academic Communication I 1 ⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

いずれか⚒科目
⚒単位以上必修

Academic Communication II 1
Interactive English A 1
Interactive English B 1
Academic Speaking & Discussion 1
English for Global Communication 1
CLIL English 1
ドイツ語演習Ⅰ 1
ドイツ語演習Ⅱ 1
フランス語演習Ⅰ 1
フランス語演習Ⅱ 1
中国語演習Ⅰ 1
中国語演習Ⅱ 1
韓国語演習Ⅱ 1
韓国語演習Ⅱ 1

情報機器の操作 ⚒ 情報処理 ⚒
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⚓ 文学部の教育職員免許状取得に必要な科目と単位の履修方法
⑴ 教科に関する科目と単位の修得方法

外国語（英語）
〈2018 年度以降入学生に適用〉

免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

必修 選択
英語学 英語学概論 a、b 各 2

言語学概論 a、b 各 2
英語学研究 a、b 各 2
英語学講義A、B 各 2

英米文学 英語圏文学概論 a、b 各 2
英文学史 a、b 各 2
米文学史 a、b 各 2

英語コミュニケーション Grammar Ⅰ、Ⅱ 各 0.5 ※
Oral English Ⅰ a、b 各 1 ※
Oral English Ⅱ a、b 各 1 ※
Voice & Articulation Ⅰ、Ⅱ 各 0.5 ※
Strategies for Listening Ⅰ、Ⅱ 各 0.5
Vocabulary Building Ⅰ、Ⅱ 各 0.5

異文化理解 英語圏文化概論 a、b 各 2
英語圏文化講義A～C 各 2

最低必要単位数 免許必修科目を含む 20 単位以上を履修すること

※英語文化学科の卒業要件必修科目

― 270 ―



〈2017 年度以前入学生に適用〉

免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

必修 選択
英語学 英語学概論ａ、ｂ 各 2

英語学基礎演習Ａ～Ｂ－ａ、ｂ 各 2
言語学基礎演習ａ、ｂ 各 2
言語学概論ａ、ｂ 各 2
英語史ａ、ｂ 各 2
英語学講義Ａ～Ｃ 各 2
言語学講義Ａ、Ｂ 各 2
英語学研究ａ、ｂ 各 2
英語学演習Ａ～Ｂ－ａ、ｂ 各 4
言語学演習ａ、ｂ 各 4

英米文学 英米文学概論ａ、ｂ 各 2
Reading Ⅰ～Ⅳ 各 1
基礎講読Ａ～Ｄ－ａ、ｂ 各 1
小説講読Ａ～Ｂ－ａ、ｂ 各 1
詩講読ａ、ｂ 各 1
批評講読ａ、ｂ 各 1
文学基礎演習Ａ～Ｄ－ａ、ｂ 各 2
英文学史ａ、ｂ 各 2
米文学史ａ、ｂ 各 2
文学講義Ａ～Ｅ 各 2
文学演習Ａ～Ｄ－ａ、ｂ 各 4

英語コミュニケーション Grammar Ⅰ、Ⅱ 各 0.5
Writing Ⅰ、Ⅱ 各 0.5
The Art of Writing Ⅰ、Ⅱ 各 1
Oral English Ⅰ、Ⅱ 各 2
Oral English Ⅲ、Ⅳ 各 1
Voice & Articulation Ⅰ、Ⅱ 各 0.5
Listening Ⅰ、Ⅱ 各 0.5
コミュニケーション基礎演習Ａ～Ｂ－ａ、ｂ 各 2
コミュニケーション概論ａ、ｂ 各 2
Writing Workshop a、b 各 1
English Discussion Ⅰ～Ⅱ－ａ～ｄ 各 1
コミュニケーション研究ａ、ｂ 各 2
コミュニケーション演習Ａ～Ｂ－ａ、ｂ 各 4
総合研究演習Ａ－ａ、ｂ 各 4 （英語劇）
Academic Writing Ⅰ、Ⅱ 各 1

異文化理解 英米文化論ａ、ｂ 各 2
英国史ａ、ｂ 各 2
米国史ａ、ｂ 各 2
地域文化基礎演習Ａ～Ｂ－ａ、ｂ 各 2
地域文化講義Ａ～Ｅ 各 2
Global English a、ｂ 各 2
総合研究演習Ｂ－ａ、ｂ 各 4 （英米文化研究）

最低必要単位数 免許必修科目を含む 30 単位以上を修得すること。
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国 語
〈2018 年度以降入学生に適用〉

免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

必修 選択
国語学
（音声言語及び文章表現を
含む）

日本語学A－ a、b 各 2
日本語学 B 2
日本語学概論 a、b 各 2 （日本語の概論）
日本語学研究A－ a、b 各 2
日本語学研究B－ a、b 各 2
日本語表現法A－ a、b 各 2 （音声言語、文章表現を含む）

国語学
（国文学史を含む）

古典文学A～C 各 2
近現代文学A～B 各 2
日本文学概論 a、b 各 2 （日本文学・日本文学史の概観）
古典文学研究A－ a、b 各 2
古典文学研究B－ a、b 各 2
古典文学研究C－ a、b 各 2
近現代文学研究A－ a、b 各 2
近現代文学研究B－ a、b 各 2

漢文学 漢文学 a、b 各 2
書道
（書写を中心とする）

書道Ⅰ（書写を含む） 2 中一種のみ
書道Ⅱ 2 中一種のみ
書道Ⅲ 2 中一種のみ
書道Ⅳ 2 中一種のみ

最低必要単位数
中一種 免許必修科目を含む 20 単位以上修得すること。
高一種 免許必修科目を含む 20 単位以上修得すること。（書道は含まない）
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〈2017 年度以前入学生に適用〉

免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

必修 選択
国語学
（音声言語及び文章表現を
含む）

日本語学講義ⅠＡ－ａ、ｂ 各 2
日本語学講義ⅠＢ、Ｃ 各 2
日本語学概論ａ、ｂ 各 2 （日本語の概論）
日本語学講義ⅡＡ－ａ、ｂ 各 2
日本語学講義ⅡＢ－ａ、ｂ 各 2
日本語学講義ⅡＣ－ａ、ｂ 各 2
日本語学講義ⅡＤ－ａ、ｂ 各 2
日本語学講義ⅡＥ－ａ、ｂ 各 2
日本語表現法Ａ－ａ、ｂ 各 2 （音声言語、文章表現を含む）
日本語学演習ⅠＡ、Ｂ 各 4
日本語学演習ⅡＡ、Ｂ 各 4

国文学
（国文学史を含む）

日本文学史Ａ 2
日本文学史Ｂ 2
日本文学史Ｃ 2
日本文学史Ｄ 2
日本文学講義ⅠＡ～Ｉ 各 2
日本文学概論ａ、ｂ 各 2 （日本文学・日本文学史の概観）
日本文学講義ⅡＡ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＢ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＣ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＤ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＥ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＦ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＧ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＨ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＩ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＪ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＫ－ａ、ｂ 各 2
日本思想史Ⅰ、Ⅱ 各 2
日本文学演習ⅠＡ～Ｇ 各 4
日本文学演習ⅡＡ～Ｇ 各 4

漢文学 漢文学講義Ⅰ－ａ、ｂ 各 2
漢文学講義Ⅱ－ａ、ｂ 各 2
漢文学演習Ⅰ、Ⅱ 各 4

書道
（書写を中心とする）

書道Ⅰ（書写を含む） 2 中一種のみ
書道Ⅱ 2 中一種のみ
書道Ⅲ 2 中一種のみ
書道Ⅳ 2 中一種のみ

最低必要単位数
中一種 免許必修科目を含む 20 単位以上修得すること。
高一種 免許必修科目を含む 20 単位以上修得すること。（書道は含まない）
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書 道
〈2018 年度以降入学生に適用〉

免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

必修 選択
書道
（書写を含む）

書道Ⅰ 2 （書写を含む）
書道Ⅱ 2
書道Ⅲ 2
書道Ⅳ 2

書道史 書道史ａ、ｂ 各 2 （書道史の概観）
⽛書論、鑑賞⽜ 書論・鑑賞ａ、ｂ 各 2 （書論及び、書道鑑賞）
⽛国文学、漢文学⽜ 日本文学概論ａ、ｂ 各 2 ⎫

⎬
⎭
同一科目のａ、ｂ（⚔単位以上）
選択必修漢文学ａ、ｂ 各 2

古典文学Ａ～Ｃ 各 2
近現代文学Ａ～Ｂ 各 2
古典文学研究Ａ－ａ、ｂ 各 2
古典文学研究Ｂ－ａ、ｂ 各 2
古典文学研究Ｃ－ａ、ｂ 各 2
近現代文学研究Ａ－ａ、ｂ 各 2
近現代文学研究Ｂ－ａ、ｂ 各 2

最低必要単位数 免許必修科目を含む 20 単位以上修得すること。

〈2016 年度・2017 年度入学生に適用〉

免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

必修 選択
書道
（書写を含む）

書道Ⅰ 2 （書写を含む）
書道Ⅱ 2
書道Ⅲ 2
書道Ⅳ 2

書道史 日本文化論Ｆ－ａ、ｂ 各 2 （書道史の概観）
⽛書論、鑑賞⽜ 日本文化論Ｇ－ａ、ｂ 各 2 （書論及び書道鑑賞）
⽛国文学、漢文学⽜ 日本文学概論ａ、ｂ 各 2 ⎫

⎬
⎭
同一科目のａ、ｂ（⚔単位以上)
選択必修漢文学講義Ⅰ－ａ、ｂ 各 2

日本文学史Ａ～Ｄ 各 2
日本文学講義ⅠＡ～Ｉ 各 2
日本文学講義ⅡＡ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＢ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＣ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＤ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＥ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＦ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＧ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＨ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＩ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＪ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＫ－ａ、ｂ 各 2
日本文学演習ⅠＡ～Ｇ 各 4
日本文学演習ⅡＡ～Ｇ 各 4
漢文学講義Ⅱ－ａ、ｂ 各 2
漢文学演習Ⅰ、Ⅱ 各 4

最低必要単位数 免許必修科目を含む 20 単位以上修得すること。
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〈2015 年度以前入学生に適用〉

免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

必修 選択
書道
（書写を含む）

書道Ⅰ 2 （書写を含む）
書道Ⅱ 2
書道Ⅲ 2
書道Ⅳ 2

書道史 日本文化論Ｆ－ａ、ｂ 各 2 （書道史の概観）
⽛書論、鑑賞⽜ 日本文化論Ｇ－ａ、ｂ 各 2 （書論及び書道鑑賞）
⽛国文学、漢文学⽜ 日本文学概論ａ、ｂ 各 2 ⎫

⎬
⎭
同一科目のａ、ｂ（⚔単位以上)
選択必修漢文学講義Ⅰ－ａ、ｂ 各 2

日本文学史Ａ～Ｄ 各 2
日本文学講義ⅠＡ～Ｉ 各 2
日本文学講義ⅡＡ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＢ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＣ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＤ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＥ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＦ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＧ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＨ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＩ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＪ－ａ、ｂ 各 2
日本文学講義ⅡＫ－ａ、ｂ 各 2
日本文学演習ⅠＡ～Ｇ 各 4
日本文学演習ⅡＡ～Ｇ 各 4
漢文学講義Ⅱ－ａ、ｂ 各 2
漢文学演習Ⅰ、Ⅱ 各 4

最低必要単位数 免許必修科目を含む 20 単位以上修得すること。
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社 会
〈2018 年度以降入学生に適用〉

科目区分など
左記に対応する開設授業科目

備 考授 業 科 目 単位数
必修 選択

日本史及び外国史 日本史Ａ 2 （大学共通科目）
日本史Ｂ 2 （大学共通科目）
日本史入門Ａ（概論） 2
日本史入門Ｂ（概論） 2
日本史特講Ａ－ａ（学説史） 2
日本史特講Ａ－ｂ、ｃ 各 2
歴史資料論Ｄ 2
日本史特講Ｂ－ａ（学説史） 2
日本史特講Ｂ－ｂ、ｃ 各 2
歴史資料論Ｂ 2
日本史特講Ｃ－ａ、ｂ 各 2
考古学 2
日本史演習Ａ－ａ～ｄ 各 2
日本史演習Ｂ－ａ～ｄ 各 2
西洋史 2 （大学共通科目）
西洋史入門 2
イギリス文化史 2
アメリカ文化史 2
フランス文化史 2
ドイツ文化史 2
西洋史特講Ａ－ａ～ｃ 各 2
歴史資料論Ａ 2
西洋史特講Ｂ－ａ、ｂ 各 2
西洋史特講Ｃ－ａ、ｂ 各 2
西洋史特講Ｄ－ａ、ｂ 各 2
西洋史演習ａ～ｄ 各 2
東洋史 2 （大学共通科目）
東洋史入門ａ、ｂ 各 2
東洋史特講ａ、ｂ 各 2

地理学（地誌を含む） 人文地理学 2
地理学基礎論（自然地理学を含む） 2
地誌学 2

⽛法律学、政治学⽜ 政治学（国際政治学）入門 2
国際関係論入門 2
国際関係論特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
国際関係論特講Ｂ－ａ、ｂ 各 2
国際関係論演習ａ～ｄ 各 2
基礎法学Ａ（憲法） 2
基礎法学Ｂ－ａ、ｂ（民法） 各 2
基礎法学Ｃ－ａ、ｂ（国際関係法） 各 2
法学特講Ａ－ａ、ｂ（コミュニケーションと法） 各 2
法学特講Ｂ－ａ、ｂ（比較政治制度） 各 2
法学特講Ｃ－ａ、ｂ（法女性学） 各 2
法学演習ａ～ｄ 各 2

⽛社会学、経済学⽜ 社会学入門 2 ⎫
⎜

⎬
⎜

⎭
選択必修経済学入門（国際経済学を含む） 2

女性論ａ、ｂ 各 2

― 276 ―



科目区分など
左記に対応する開設授業科目

備 考授 業 科 目 単位数
必修 選択

イギリス文化論 2
アメリカ文化論 2
フランス文化論 2
ドイツ文化論 2
中国文化論ａ、ｂ 各 2
韓国文化論ａ、ｂ 各 2
異文化コミュニケーション論入門 2
文化人類学入門 2
文化人類学特講ａ～ｄ 各 2
異文化コミュニケーション論特講ａ～ｄ 各 2
音楽社会学ａ、ｂ 各 2

⽛哲学、倫理学、宗教学⽜ 哲学入門 2 ⎫
⎜

⎬
⎜

⎭
選択必修倫理学入門 2

古代・中世哲学史 2
近世・近代哲学史 2
現代哲学史 2
哲学特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
哲学特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
哲学演習ａ～ｄ 各 2
倫理学演習ａ～ｄ 各 2
倫理学特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
倫理学特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
キリスト教文化論ａ、ｂ 各 2

最低必要単位数 免許必修科目を含む 20 単位以上を修得すること

〈2017 年度入学生に適用〉

免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

必修 選択
日本史及び外国史 日本史入門Ａ－ａ、ｂ（概説) 各 2

日本史入門Ｂ－ａ、ｂ（学説史) 各 2
日本史入門Ｃ－ａ、ｂ 各 2
日本史特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
日本史特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
日本史特講Ｃ－ａ～ｄ 各 2
考古学ａ、ｂ 各 2
日本史演習Ａ－ａ、ｂ 各 4
日本史演習Ｂ－ａ、ｂ 各 4
西洋史入門ａ、ｂ 各 2
西洋史特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
西洋史特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
西洋史特講Ｃ－ａ～ｄ 各 2
西洋史特講Ｄ 2
西洋史演習ａ、ｂ 各 4
東洋史入門ａ、ｂ 各 2
東洋史特講ａ～ｄ 各 2

地理学（地誌を含む） 人文地理学 2
地理学基礎論（自然地理学を含む) 2
地誌学 2
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免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

必修 選択
⽛法律学、政治学⽜ 政治学（国際政治学）入門 2

国際関係論入門 2
国際関係論特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
国際関係論特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
国際関係論演習ａ、ｂ 各 4
基礎法学Ａ－ａ、ｂ（憲法） 各 2
基礎法学Ｂ－ａ、ｂ（民法） 各 2
基礎法学Ｃ－ａ、ｂ（国際関係法) 各 2
法学特講Ｃ－ａ、ｂ（法女性学) 各 2
現代法特講 2
法学特講Ａ－ａ、ｂ（コミニュケーションと法) 各 2
法学特講Ｂ－ａ、ｂ（比較政治制度) 各 2
法学演習ａ、ｂ 各 4

⽛社会学、経済学⽜ 社会学入門ａ、ｂ 各 2 ⎫⎜
⎬
⎜

⎭
同一科目のａ、ｂ（⚔単位
以上）選択必修経済学入門ａ、ｂ 各 2

経済学特講ａ、ｂ 各 2
社会学特講ａ～ｄ 各 2
女性論ａ、ｂ 各 2
イギリス文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
アメリカ文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
フランス文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
ドイツ文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
中国文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
韓国文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
異文化コミュニケーション論ａ、ｂ 各 2
異文化コミュニケーション特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
音楽社会学Ⅰ・Ⅱ－ａ、ｂ 各 2

⽛哲学、倫理学、宗教学⽜ 哲学入門ａ、ｂ 各 2 ⎫
⎬
⎭
同一科目のａ、ｂ（⚔単位
以上）選択必修倫理学入門ａ、ｂ 各 2

インド思想史ａ、ｂ 各 2
日本思想史ａ、ｂ 各 2
中国思想史ａ、ｂ 各 2
西洋思想史Ａ－ａ、ｂ 各 2
西洋思想史Ｂ－ａ、ｂ 各 2
西洋思想史Ｃ－ａ、ｂ 各 2
哲学特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
哲学特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
哲学特講Ｃ－ａ～ｄ 各 2
哲学演習Ａ－ａ、ｂ 各 4
哲学演習Ｂ－ａ、ｂ 各 4
倫理学特講ａ～ｄ 各 2
キリスト教学演習 4
神話論ａ、ｂ 各 2
宗教文化論ａ、ｂ 各 2
キリスト教文化論ａ、ｂ 各 2
イスラム文化論ａ、ｂ 各 2

最低必要単位数 免許必修科目を含む 28 単位以上修得すること。
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〈2016 年度以前入学生に適用〉

免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

必修 選択
日本史及び外国史 日本史入門Ａ－ａ、ｂ（概説) 各 2

日本史入門Ｂ－ａ、ｂ（学説史) 各 2
日本史入門Ｃ－ａ、ｂ 各 2
日本史特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
日本史特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
日本史特講Ｃ－ａ～ｄ 各 2
考古学ａ、ｂ 各 2
日本史演習Ａ－ａ、ｂ 各 4
日本史演習Ｂ－ａ、ｂ 各 4
西洋史入門ａ、ｂ 各 2
西洋史特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
西洋史特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
西洋史特講Ｃ－ａ～ｄ 各 2
西洋史特講Ｄ 2
西洋史演習ａ、ｂ 各 4
東洋史入門ａ、ｂ 各 2
東洋史特講ａ～ｄ 各 2

地理学（地誌を含む） 人文地理学 2
地理学基礎論（自然地理学を含む) 2
地誌学 2

⽛法律学、政治学⽜ 政治学（国際政治学）入門 2
国際関係論入門 2
国際関係論特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
国際関係論特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
国際関係論演習ａ、ｂ 各 4
基礎法学Ａ－ａ、ｂ（憲法） 各 2
基礎法学Ｂ－ａ、ｂ（民法） 各 2
基礎法学Ｃ－ａ、ｂ（国際関係法) 各 2
法学特講Ｃ－ａ、ｂ（法女性学) 各 2
現代法特講 2
法学特講Ａ－ａ、ｂ（コミニュケーションと法) 各 2
法学特講Ｂ－ａ、ｂ（比較政治制度) 各 2
法学演習ａ、ｂ 各 4

⽛社会学、経済学⽜ 社会学入門ａ、ｂ 各 2 ⎫⎜⎬
⎜

⎭
同一科目のａ、ｂ（⚔単位
以上）選択必修経済学入門ａ、ｂ 各 2

経済学特講ａ、ｂ 各 2
社会学特講ａ～ｄ 各 2
女性論ａ、ｂ 各 2
イギリス文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
アメリカ文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
フランス文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
ドイツ文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
中国文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
韓国文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
異文化コミュニケーション論ａ、ｂ 各 2
異文化コミュニケーション特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
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免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

必修 選択
音楽社会学Ⅰ・Ⅱ－ａ、ｂ 各 2

⽛哲学、倫理学、宗教学⽜ 哲学入門ａ、ｂ 各 2 ⎫
⎬
⎭
同一科目のａ、ｂ（⚔単位
以上）選択必修倫理学入門ａ、ｂ 各 2

インド思想史ａ、ｂ 各 2
日本思想史ａ、ｂ 各 2
中国思想史ａ、ｂ 各 2
西洋思想史Ａ－ａ、ｂ 各 2
西洋思想史Ｂ－ａ～ｄ 各 2
西洋思想史Ｃ－ａ、ｂ 各 2
哲学特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
哲学特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
哲学特講Ｃ－ａ～ｄ 各 2
哲学演習Ａ－ａ、ｂ 各 4
哲学演習Ｂ－ａ、ｂ 各 4
倫理学特講ａ～ｄ 各 2
キリスト教学演習 4
神話論ａ、ｂ 各 2
宗教文化論ａ、ｂ 各 2
キリスト教文化論ａ、ｂ 各 2
イスラム文化論ａ、ｂ 各 2

最低必要単位数 免許必修科目を含む 28 単位以上修得すること。
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地理歴史
〈2018 年度入学生に適用〉

科目区分など
左記に対応する開設授業科目

備 考授 業 科 目 単位数
必修 選択

日本史 日本史Ａ 2 （大学共通科目）
日本史Ｂ 2 （大学共通科目）
日本史入門Ａ（概論） 2
日本史入門Ｂ（概論） 2
日本史特講Ａ－ａ（学説史） 2
日本史特講Ａ－ｂ、ｃ 各 2
歴史資料論Ｄ 2
日本史特講Ｂ－ａ（学説史） 2
日本史特講Ｂ－ｂ、ｃ 各 2
歴史資料論Ｂ 2
日本史特講Ｃ－ａ、ｂ 各 2
考古学 2
日本史演習Ａ－ａ～ｄ 各 2
日本史演習Ｂ－ａ～ｄ 各 2

外国史 西洋史 2 （大学共通科目）
西洋史入門 2
イギリス文化史 2
アメリカ文化史 2
フランス文化史 2
ドイツ文化史 2
西洋史特講Ａ－ａ～ｃ 各 2
歴史資料論Ａ 2
西洋史特講Ｂ－ａ、ｂ 各 2
西洋史特講Ｃ－ａ、ｂ 各 2
西洋史特講Ｄ－ａ、ｂ 各 2
西洋史演習ａ～ｄ 各 2
東洋史 2 （大学共通科目）
東洋史入門ａ、ｂ 各 2
東洋史特講ａ、ｂ 各 2

人文地理学及び自然地理学 人文地理学 2
地理学基礎論（自然地理学を含む） 2

地誌 地誌学 2
最低必要単位数 免許必修科目を含む 20 単位以上を修得すること
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〈2017 年度以前入学生に適用〉

免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

必修 選択
日本史 日本史入門Ａ－ａ、ｂ（概説） 各 2

日本史入門Ｂ－ａ、ｂ（学説史) 各 2
日本史入門Ｃ－ａ、ｂ 各 2
日本史特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
日本史特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
日本史特講Ｃ－ａ～ｄ 各 2
考古学ａ、ｂ 各 2
日本史演習Ａ－ａ、ｂ 各 4
日本史演習Ｂ－ａ、ｂ 各 4

外国史 西洋史入門ａ、ｂ 各 2
西洋史特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
西洋史特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
西洋史特講Ｃ－ａ～ｄ 各 2
西洋史特講Ｄ 2
西洋史演習ａ、ｂ 各 4
東洋史入門ａ、ｂ 各 2
東洋史特講ａ～ｄ 各 2

人文地理学及び
自然地理学

人文地理学 2
地理学基礎論（自然地理学を含む) 2

地誌 地誌学 2
最低必要単位数 免許必修科目を含む 20 単位以上修得すること。
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公 民
〈2018 年度以降入学生に適用〉

科目区分など
左記に対応する開設授業科目

備 考授 業 科 目 単位数
必修 選択

⽛法律学（国際法を含む）、
政治学（国際政治を含む）⽜

政治学（国際政治学）入門 2
国際関係論入門 2
国際関係論特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
国際関係論特講Ｂ－ａ、ｂ 各 2
国際関係論演習ａ～ｄ 各 2
基礎法学Ａ（憲法） 2
基礎法学Ｂ－ａ、ｂ（民法） 各 2
基礎法学Ｃ－ａ、ｂ（国際関係法） 各 2
法学特講Ａ－ａ、ｂ（コミュニケーションと法） 各 2
法学特講Ｂ－ａ、ｂ（比較政治制度） 各 2
法学特講Ｃ－ａ、ｂ（法女性学） 各 2
法学演習ａ～ｄ 各 2

⽛社会学、経済学
（国際経済を含む）⽜

社会学入門 2 ⎫
⎬
⎭
選択必修経済学入門（国際経済学を含む） 2

女性論ａ、ｂ 各 2
イギリス文化論 2
アメリカ文化論 2
フランス文化論 2
ドイツ文化論 2
中国文化論ａ、ｂ 各 2
韓国文化論ａ、ｂ 各 2
異文化コミュニケーション論入門 2
文化人類学入門 2
文化人類学特講ａ～ｄ 各 2
異文化コミュニケーション論特講ａ～ｄ 各 2
音楽社会学ａ、ｂ 各 2

⽛哲学、倫理学、宗教学、
心理学⽜

哲学入門 2 ⎫
⎜

⎬
⎜

⎭

⚓科目のうち
いずれかを選択必修倫理学入門 2

心理学入門 2
古代・中世哲学史 2
近世・近代哲学史 2
現代哲学史 2
哲学特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
哲学特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
哲学演習ａ～ｄ 各 2
倫理学演習ａ～ｄ 各 2
倫理学特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
倫理学特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
キリスト教文化論ａ、ｂ 各 2
心理学特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
心理学特講Ｂ－ａ、ｂ 各 2
心理学演習ａ～ｄ 各 2

最低必要単位数 免許必修科目を含む 20 単位以上を修得すること
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〈2017 年度入学生に適用〉

免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

必修 選択

⽛法律学（国際法を含む）、
政治学（国際政治を含む）⽜

政治学（国際政治学）入門 2
国際関係論入門 2
国際関係論特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
国際関係論特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
国際関係論演習ａ、ｂ 各 4
基礎法学Ａ－ａ、ｂ（憲法） 各 2
基礎法学Ｂ－ａ、ｂ（民法） 各 2
基礎法学Ｃ－ａ、ｂ(国際関係法) 各 2
法学特講Ｃ－ａ、ｂ（法女性学) 各 2
現代法特講 2
法学特講Ａ－ａ、ｂ（コミニュケーションと法) 各 2
法学特講Ｂ－ａ、ｂ（比較政治制度) 各 2
法学演習ａ、ｂ 各 4

⽛社会学、経済学（国際経済
を含む）⽜

社会学入門ａ、ｂ 各 2 ⎫
⎬
⎭
同一科目のａ、ｂ（⚔単位以上）
選択必修（国際経済を含む)経済学入門ａ、ｂ 各 2

経済学特講ａ、ｂ 各 2
社会学特講ａ～ｄ 各 2
女性論ａ、ｂ 各 2
イギリス文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
アメリカ文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
フランス文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
ドイツ文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
中国文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
韓国文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
異文化コミュニケーション論ａ、ｂ 各 2
異文化コミュニケーション特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
音楽社会学Ⅰ・Ⅱ－ａ、ｂ 各 2

⽛哲学、倫理学、宗教学、心
理学⽜

哲学入門ａ、ｂ 各 2 ⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

同一科目のａ、ｂ（⚔単位
以上）選択必修倫理学入門ａ、ｂ 各 2

心理学入門ａ、ｂ 各 2
インド思想史ａ、ｂ 各 2
日本思想史ａ、ｂ 各 2
中国思想史ａ、ｂ 各 2
西洋思想史Ａ－ａ、ｂ 各 2
西洋思想史Ｂ－ａ、ｂ 各 2
西洋思想史Ｃ－ａ、ｂ 各 2
哲学特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
哲学特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
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免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

必修 選択

⽛哲学、倫理学、宗教学、心
理学⽜

哲学特講Ｃ－ａ～ｄ 各 2
哲学演習Ａ－ａ、ｂ 各 4
哲学演習Ｂ－ａ、ｂ 各 4
倫理学特講ａ～ｄ 各 2
キリスト教学演習 4
神話論ａ、ｂ 各 2
宗教文化論ａ、ｂ 各 2
キリスト教文化論ａ、ｂ 各 2
イスラム文化論ａ、ｂ 各 2
心理学特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
心理学特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
心理学演習ａ、ｂ 各 4

最低必要単位数 免許必修科目を含む 20 単位以上修得すること。

〈2016 年度以前入学生に適用〉

免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

必修 選択

⽛法律学（国際法を含む）、
政治学（国際政治を含む）⽜

政治学（国際政治学）入門 2
国際関係論入門 2
国際関係論特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
国際関係論特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
国際関係論演習ａ、ｂ 各 4
基礎法学Ａ－ａ、ｂ（憲法） 各 2
基礎法学Ｂ－ａ、ｂ（民法） 各 2
基礎法学Ｃ－ａ、ｂ(国際関係法) 各 2
法学特講Ｃ－ａ、ｂ（法女性学) 各 2
現代法特講 2
法学特講Ａ－ａ、ｂ（コミニュケーションと法) 各 2
法学特講Ｂ－ａ、ｂ（比較政治制度) 各 2
法学演習ａ、ｂ 各 4

⽛社会学、経済学（国際経済
を含む）⽜

社会学入門ａ、ｂ 各 2 ⎫
⎬
⎭
同一科目のａ、ｂ（⚔単位以上）
選択必修（国際経済を含む)経済学入門ａ、ｂ 各 2

経済学特講ａ、ｂ 各 2
社会学特講ａ～ｄ 各 2
女性論ａ、ｂ 各 2
イギリス文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
アメリカ文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
フランス文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
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免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

必修 選択

⽛社会学、経済学（国際経済
を含む）⽜

ドイツ文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
中国文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
韓国文化論Ⅰ、Ⅱ 各 2
異文化コミュニケーション論ａ、ｂ 各 2
異文化コミュニケーション特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
音楽社会学Ⅰ・Ⅱ－ａ、ｂ 各 2

⽛哲学、倫理学、宗教学、心
理学⽜

哲学入門ａ、ｂ 各 2 ⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

同一科目のａ、ｂ（⚔単位
以上）選択必修倫理学入門ａ、ｂ 各 2

心理学入門ａ、ｂ 各 2
インド思想史ａ、ｂ 各 2
日本思想史ａ、ｂ 各 2
中国思想史ａ、ｂ 各 2
西洋思想史Ａ－ａ、ｂ 各 2
西洋思想史Ｂ－ａ～ｄ 各 2
西洋思想史Ｃ－ａ、ｂ 各 2
哲学特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
哲学特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
哲学特講Ｃ－ａ～ｄ 各 2
哲学演習Ａ－ａ、ｂ 各 4
哲学演習Ｂ－ａ、ｂ 各 4
倫理学特講ａ～ｄ 各 2
キリスト教学演習 4
神話論ａ、ｂ 各 2
宗教文化論ａ、ｂ 各 2
キリスト教文化論ａ、ｂ 各 2
イスラム文化論ａ、ｂ 各 2
心理学特講Ａ－ａ～ｄ 各 2
心理学特講Ｂ－ａ～ｄ 各 2
心理学演習ａ、ｂ 各 4

最低必要単位数 免許必修科目を含む 20 単位以上修得すること。
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⑵ 教職に関する科目と単位の修得方法
免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学の授業科目

備 考
科 目 単位数 授 業 科 目

単 位 数
必修 選択

教職の意義等に
関する科目

⚒
教師論 ⚒

教育の基礎理論
に関する科目

教育原理 ⚒

⚖
教育心理学Ⅰ ⚒
教育心理学Ⅱ ⚒

教育制度論 ⚒

教育課程及び指
導法に関する科
目

教育課程研究 ⚒

英語科教育法Ⅰ ⚒ 英語必修
英語科教育法Ⅱ ⚒ 英語必修
国語科教育法 ⚔ 国語必修
書道科教育法Ⅰ ⚒ 書道必修
書道科教育法Ⅱ ⚒

中 12
高 6

社会科系教育法Ⅰ（地歴） ⚒ 中(社会)と高(地歴)必修
社会科系教育法Ⅱ（公民） ⚒ 中(社会)と高(公民)必修
地歴科教育法 ⚒ 地歴必修
公民科教育法 ⚒ 公民必修

道徳教育 ⚒ 中一種免のみ必修

特別活動 ⚒

教育方法論 ⚒

生徒指導、教育
相談及び進路指
導等に関する科
目

生徒指導（進路指導を含む） ⚒
⚔ 教育相談（カウンセリングを含

む）
⚒

教育実習ⅠＡ ⚑ （事前指導）

教 育 実 習
中⚕
高⚓

教育実習ⅠＢ ⚑ （事後指導）
教育実習Ⅱ ⚒
教育実習Ⅲ ⚒ 中一種免のみ必修

教職実践演習 2 教職実践演習（中・高） 2

最低必要単位数
中一種 32 単位以上

高一種 28 単位以上（書道は 26 単位以上)

教科又は教職に
関する科目 中一種 介護等体験 ⚑ 中一種免のみ必修
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⚔ 人間生活学部の教育職員免許状取得に必要な科目と単位の履修方法
⑴ 教科に関する科目と単位の修得方法

家 庭
〈2018 年度入学生に適用〉

免 許
区 分

施行規則に定める
科目区分等

左記に対応する開設授業科目

備 考
授 業 科 目

単位数

必修 選択

現代の生活経営 2 （家族関係学及び家庭経済学を含む）
家 庭 経 営 学
（家族関係学及び家庭経済学を含む。)

現代の生活経済 2
家族と社会 2
消費者問題論 2

現代衣生活論 2
服飾美学 1

被 服 学
（被服製作実習を含む。)

色彩の錯視と衣服 1
衣造形実習 2
テキスタイル工芸実習 2
被服学実験 2

現代食生活論 2中一種
高一種
共 通

食品の成分と機能 1
食 物 学
（栄養学、食品学及び調理実習を含む。)

食べ物の材料学 1
食生活と栄養 2
調理学実習 2
食物学実験 2

現代住生活論 2
住居計画 2 （製図を含む）

住 居 学
（製 図 を 含 む。) まちづくり論 2

住居デザイン演習Ⅰ 2
住居デザイン演習Ⅱ 2

保 育 学
（実習及び家庭看護を含む。)

子どもの発達と保育 2 （実習及び家庭看護を含む）

中一種
最低必要単位数

以上の⚕系列から必修 10 科目 18 単位を含む 20 単位以上修得す
ること。

高一種
家庭電気機械及び
情 報 処 理
（高 一 種 認 定 科 目)

生活技術 2 （家庭電気機械を含む）

情報処理 2

高一種
最低必要単位数

以上の⚖系列の中から必修 12 科目 22 単位を含む 22 単位以上修
得すること。
◎高一種必修の情報処理の科目は、省令科目としての必修〔情報
機器の操作〕として使用できる。
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〈2015～2017 年度入学生に適用〉

免 許
区 分

免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目

備 考
授 業 科 目

単位数

必修 選択

家族と社会 2
家 庭 経 営 学
（家族関係学及び家庭経済学を含む。)

生活経営論 ⚒ （家族関係学及び家庭経済学を含む)
生活と経済 ⚒
消費者問題論 2

衣環境論 2
衣生活学 ⚒

被 服 学
（被服制作実習を含む。) 被服構成学実習Ａ 2

被服構成学実習Ｂ 2
衣環境実験 2

食環境論 2中一種
高一種
共 通

食物の科学 2
食 物 学
（栄養学、食品学及び調理実習を含む。) 食生活栄養論 2

調理学実習 2
食物学実験 2

住環境論 2
住居計画 2 （製図を含む）

住 居 学
（製 図 を 含 む。) 居住環境デザイン 2

住居計画演習Ⅰ 2
住居計画演習Ⅱ 2

保 育 学
（実習及び家庭看護を含む。)

保育と健康 ⚒ （実習及び家庭看護を含む)
子どもと生活 ⚒

中一種
最低必要単位数

以上の⚕系列から必修⚙科目 18 単位を含む 20 単位以上修得す
ること。

高一種
家庭電気機械及び
情 報 処 理
（高 一 種 認 定 科 目)

生活技術論 ⚒ （家庭電気機械を含む）

情報処理 ⚒

高一種
最低必要単位数

以上の⚖系列の中から必修 11 科目 22 単位を含む 22 単位以上修
得すること。
◎高一種必修の情報処理の科目は、省令科目としての必修〔情報
機器の操作〕として使用できる。
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福 祉
〈2018 年度入学生に適用〉

施行規則に定める
科目区分等

左記に対応する開設授業科目

備 考
授 業 科 目

単位数

必修 選択

社 会 福 祉 学
（職業指導を含む。）

社会福祉論 2 （職業指導を含む）
地域福祉の理論と方法Ⅰ 2
社会保障論 2

高齢者福祉論 2

高齢者福祉、児童福祉
及 び 障 害 者 福 祉

介護保険制度と高齢者支援 2
子どもと福祉 2
児童家庭福祉論 2
障害者福祉論 2

社 会福祉援助技術
ソーシャルワーク論Ⅰ 2
ソーシャルワーク入門演習 2

介護理論及び介護技術 介護福祉論 1 （介護技術を含む）

社会福祉総合実習
（社会福祉援助実習及
び社会福祉施設等にお
ける介護実習を含む。）

ソーシャルワーク実習Ⅰ 2 （介護実習を含む）

人体構造及び日常生活
行動に関する理解

日常生活活動 1
医学概論 2

加 齢 及 び 障 害 に
関 す る 理 解

加齢と障害 1
発達と心理 2

最 低 必 要 単 位 数 必修⚙科目 15 単位を含む 20 単位以上を修得すること。
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〈2015～2017 年度入学生に適用〉

免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目

備 考
授 業 科 目

単位数

必修 選択

社会福祉論Ⅰ 2 （職業指導を含む）
社会福祉論Ⅱ 2

社 会 福 祉 学
（職業指導を含む。)

地域福祉の理論と方法Ⅰ 2
社会保障論Ⅰ 2
社会保障論Ⅱ 2
公的扶助論 2

高齢者福祉論Ⅰ 2
高齢者福祉論Ⅱ 2

高齢者福祉、児童福祉
及 び 障 害 者 福 祉

児童福祉論Ⅰ 2
児童福祉論Ⅱ 2
障害者福祉論 2
精神保健福祉論 2

ソーシャルワーク論Ⅰ 2

社 会福祉援助技術
ソーシャルワーク論Ⅱ 2
ソーシャルワーク論Ⅲ 2
ソーシャルワーク論Ⅳ 2

介護理論及び介護技術
介護福祉論 2 （介護技術を含む）
医療福祉論 2

ソーシャルワーク演習Ⅰ 2 ※
ソーシャルワーク演習Ⅱ 4 ※

社会福祉総合実習
（社会福祉援助実習及
び社会福祉施設等にお
ける介護実習を含む。）

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 4 ※
ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 4
ソーシャルワーク実習Ⅰ 2 （介護実習を含む）※
ソーシャルワーク実習Ⅱ 2
ソーシャルワーク実習Ⅲ 2

人体構造及び日常生活
行動に関する理解

日常生活活動 1
医学概論 2

加 齢 及 び 障 害 に
関 す る 理 解

加齢と障害 1
発達と心理 2

最 低 必 要 単 位 数 必修 10 科目 18 単位を含む 20 単位以上を修得すること。

※の科目は履修にあたり、修得または履修が前提となる科目があります。
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⑵ 栄養に係る教育に関する科目と単位の修得方法
栄 養

免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目

備 考
授 業 科 目

単位数

必修 選択

栄養に係る教育に関する科目 学校栄養教育Ⅰ ⚒ 必修

学校栄養教育Ⅱ ⚒ 必修

最 低 必 要 単 位 数 必修⚒科目⚔単位を修得すること。
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⑶ 教職に関する科目と単位の修得方法
〈2016 年度以降入学生に適用〉
免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

備 考
科 目 単位数 授 業 科 目

単位数
必修 選択

教職の意義等に関
す る 科 目

2 教師論 2

教育の基礎理論に
関 す る 科 目

中⚖ 教育原理 2
高⚖ 教育心理学Ⅰ 2
栄⚔ 教育心理学Ⅱ 2

教育制度論 2
教育課程及び指導
法に関する科目
（教育課程に関す
る 科 目）

中 12 教育課程研究 2
高⚖ 中等家庭科教育法Ⅰ 2 ⎫

⎜
⎬
⎜
⎭

家庭はこれらのうち
Ⅰ、Ⅱ必修

栄⚘ 中等家庭科教育法Ⅱ 2
中等家庭科教育法Ⅲ 2
中等家庭科教育法Ⅳ 2
福祉科教育法Ⅰ 2 ⎫

⎬
⎭
福祉はⅠ、Ⅱ必修福祉科教育法Ⅱ 2

道徳教育 2 中一種、栄養必修
特別活動 2
教育方法論 2

生徒指導、教育相
談及び進路指導に
関 す る 科 目

4 生徒指導 2 ☆
生徒指導（栄養教諭） 2 ＊
教育相談 2

教 育 実 習 中⚕ 教育実習ⅠＡ 1 ☆（事前指導）
高⚓ 教育実習ⅠＢ 1 ☆（事後指導）

教育実習Ⅱ 2 ☆
教育実習Ⅲ 2 中一種免のみ必修

栄 養 教 育 実 習 栄⚒ 栄養教育実習Ⅰ 1 ＊
栄養教育実習Ⅱ 1 ＊

教 職 実 践 演 習 2 教職実践演習（中・高） 2 ☆
教職実践演習（栄養教諭） 2 ＊

最 低 必 要 単 位

中一種 32 単位以上
高一種 28 単位以上
栄養 24 単位以上

教科又は教職に関
す る 科 目

中一種
高一種 介護等体験 1

☆中一種免のみ必修
注）ただし、履修免除の場
合あり

☆印＝家庭・福祉必修
＊印＝栄養教諭必修
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〈2015 年度入学生に適用〉
免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

備 考
科 目 単位数 授 業 科 目

単位数
必修 選択

教職の意義等に関
す る 科 目

2 教師論 2

教育の基礎理論に
関 す る 科 目

教育原理 2中⚖
高⚖
栄⚔

教育心理学Ⅰ 2
教育心理学Ⅱ 2
教育制度論 2

教育課程及び指導
法に関する科目
（教育課程に関す
る 科 目）

教育課程研究 2 ☆
教育課程研究（栄養教諭） 2 ＊
中等家庭科教育法Ⅰ 2 ⎫

⎜
⎬
⎜
⎭

家庭はこれらのうち
Ⅰ、Ⅱ必修

中等家庭科教育法Ⅱ 2
中等家庭科教育法Ⅲ 2
中等家庭科教育法Ⅳ 2中 12

高⚖
栄⚘

福祉科教育法Ⅰ 2 ⎫
⎬
⎭
福祉はⅠ、Ⅱ必修福祉科教育法Ⅱ 2

道徳教育 2 中⚑種免のみ必修
道徳教育（栄養教諭） 2 ＊
特別活動 2 ☆
特別活動（栄養教諭） 2 ＊
教育方法論 2 ☆
教育方法論（栄養教諭） 2 ＊

生徒指導、教育相
談及び進路指導に
関 す る 科 目

生徒指導 2 ☆
⚔ 生徒指導（栄養教諭） 2 ＊

教育相談 2
教 育 実 習 教育実習ⅠＡ 1 ☆（事前指導）

中⚕
高⚓

教育実習ⅠＢ 1 ☆（事後指導）
教育実習Ⅱ 2 ☆
教育実習Ⅲ 2 中一種免のみ必修

栄 養 教 育 実 習 栄⚒ 栄養教育実習Ⅰ 1 ＊
栄養教育実習Ⅱ 1 ＊

教 職 実 践 演 習 ⚒ 教職実践演習（中・高） 2 ☆
＊教職実践演習（栄養教諭） 2

最 低 必 要 単 位

中一種 32 単位以上
高一種 28 単位以上
栄 養 24 単位以上

教科又は教職に
関 す る 科 目

中一種
高一種 介護等体験 1

☆中一種免のみ必修
注）ただし、履修免除の場
合あり

☆印＝家庭・福祉必修
＊印＝栄養教諭必修
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⚕ 中学校、高等学校の教育実習
●教育実習Ⅱ・Ⅲ履修の要件について
教育実習Ⅱ・Ⅲは免許状の取得の主要な条件であり、将来教職に従事しようという熱

意のある者に限り実習の履修を認める。
⑴ 教育実習Ⅱ・Ⅲの内諾要件（⚒年生後期終了時）
⚓年次に教育実習受入れの内諾を得るための前提として、次の単位を修得済みであ

ること。

区 分 科 目 単位数 開講学年 開講期 要 件
教職に関する
科目

教師論 ⚒単位 ⚑年 前期 左記の科目の計 10
単位中、⚖単位を修
得済みのこと

教育課程研究 ⚒単位 ⚑年 後期
教育原理 ⚒単位 ⚒年 前期
教育心理学Ⅰ ⚒単位 ⚒年 前期
教育制度論 ⚒単位 ⚒年 後期

教科に関する
科目

10 単位以上修得済
みのこと

⑵ 教育実習Ⅱ・Ⅲの履修要件（⚓年生後期終了時）
⑴の要件を満たし、かつ次の単位を修得済みであること。

区 分 科 目 単位数 開講学年 開講期 要 件
教職に関する
科目

教育方法論 ⚒単位 ⚓年 前期 修得済み
教育実習ⅠＡ ⚑単位 ⚓年 後期 修得済み
教科教育法 ⚔単位以上（書道科

については⚒単位以
上）修得済み

⑶ 教員採用選考検査を受検すること。

●教育実習の期間は、学校種によって違い、次のとおりである。
中学校免許取得希望者 ⚓～⚔週間
高等学校免許取得希望者 ⚒週間以上

●教育実習履修手続について
教育実習の履修を希望する者は、次の手順によって履修手続をすること。
⑴ 教育実習説明会出席
⑵ 教育実習希望届提出
⑶ 教育実習履修適格審査
⑷ 実習校内諾書提出
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⑸ 実習生調査書提出
⑹ 教育実習費納入
⑺ 教育実習オリエンテーション出席

●その他
⑴ 研究授業について
教育実習中、研究授業に関して次の事項を大学に報告すること。
日時、主題名、教室、指導者、実習校、実習生氏名

⑵ 実習終了後、大学へ提出するもの
ａ．実習終了届
ｂ．実習課題レポート

●教育実習費について
教育実習を行う者は、⚔年次の指定する期日までに下記の教育実習費を納入すること。

項 目 金 額

教育実習費 7,000 円

※実習校謝礼として 10,000～20,000 円程度かかることがある。

⚖ 介護等体験
●介護等体験履修の要件について
介護等体験は中学校の教員免許状取得の必須条件であり、将来教職に従事しようとい

う熱意ある者に限り履修を認める。よって教員採用選考検査を原則として受検すること。
介護等体験の内容は、社会福祉施設での⚕日間の体験と特別支援学校での⚒日間の体

験である。
●介護等体験履修の手続き
介護等体験の履修を希望する者は、次の手順によって履修手続きをすること。
⑴ 介護等体験説明会出席
⑵ 当該年度の健康診断（裸眼およびＸ線検診を含む）の受診
⑶ 介護等体験申込書提出
⑷ 介護等体験費納入
⑸ 社会福祉施設での体験のオリエンテーション出席
⑹ 特別支援学校での体験のオリエンテーション出席
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●介護等体験費について
介護等体験を行う者は、⚓年次の指定する期日までに下記の介護等体験費を納入する

こと。

項 目 金 額

介護等体験費 10,000 円

●介護等体験の履修免除について（人間生活学部）
社会福祉士受験資格取得に関する科目⽛ソーシャルワーク実習Ⅰ⽜もしくは⽛ソーシャ

ルワーク実習Ⅱ⽜を履修する者で、介護等体験証明書の証明印をもらうことができる場
合には、介護等体験の社会福祉施設での体験は免除される。履修免除の場合は、単位は
付与されない。また、介護等体験費は徴収しない。ただし、特別支援学校での体験は行
う必要があるので、オリエンテーションに出席すること。

⚗ 栄養教諭（教育実習）
●栄養教育実習Ⅱ履修の要件について
栄養教育実習Ⅱは免許状の取得の主要な条件であり、将来教職に従事しようという熱

意のある者に限り実習の履修を認める
⑴ 栄養教育実習Ⅱの履修要件
次の単位を修得済み、あるいは履修中であること。

〈2016 年度以降入学生に適用〉
区 分 科 目 単位数 開講学年 開講期 要 件

教職に関する
科目

教師論 ⚒単位 ⚑年 前期 左記の科目
の計 12 単位
中、⚘単位を
修得済みの
こと

教育課程研究 ⚒単位 ⚑年 後期
教育方法論 ⚒単位 ⚑年 後期
教育原理 ⚒単位 ⚒年 前期
教育心理学Ⅰ ⚒単位 ⚒年 前期
教育制度論 ⚒単位 ⚒年 後期
栄養教育実習Ⅰ ⚑単位 ⚓年 前期 履修中

栄養に係る教
育に関する科
目

学校栄養教育Ⅰ ⚒単位 ⚒年 後期 修得済み

学校栄養教育Ⅱ ⚒単位 ⚓年 前期 履修中

― 297 ―

教
職
課
程



〈2015 年度入学生に適用〉
区 分 科 目 単位数 開講学年 開講期 要 件

教職に関する
科目

教師論 ⚒単位 ⚑年 前期 左記の科目
の計 12 単位
中、⚘単位を
修得済みの
こと

教育課程研究（栄養教諭) ⚒単位 ⚑年 後期
教育方法論（栄養教諭） ⚒単位 ⚑年 後期
教育原理 ⚒単位 ⚒年 前期
教育心理学Ⅰ ⚒単位 ⚒年 前期
教育制度論 ⚒単位 ⚒年 後期
栄養教育実習Ⅰ ⚑単位 ⚓年 前期 履修中

栄養に係る教
育に関する科
目

学校栄養教育Ⅰ ⚒単位 ⚒年 後期 修得済み

学校栄養教育Ⅱ ⚒単位 ⚓年 前期 履修中

⑵ 教員採用選考検査を受検すること。

●栄養教育実習Ⅱの期間 ⚓年次 ⚑週間
●栄養教育実習Ⅱの手続きについて
年度当初の履修登録をすること。

●栄養教育実習Ⅱ終了後の提出物について
実習日誌、出勤簿、評価票、実習課題レポートを大学に提出すること。

●栄養教育実習費について
栄養教育実習Ⅱを行う者は、指定する期日までに栄養教育実習費を納入すること。

項 目 金 額

栄養教育実習費 5,000 円
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⚘ 幼稚園教諭一種免許状取得について
⑴ 教員免許状取得に必要な教科および教職科目の単位の修得方法

〈2018 年度入学生に適用〉

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

区分 科 目 単位数 必修 選択

教
科
に
関
す
る
科
目

音楽

6

保育表現技術（音楽表現活動） 1
ピアノ基礎演習 1
幼児歌曲伴奏法 1
器楽表現法 1
器楽表現演習 1

図画工作 保育表現技術（造形表現活動） 1
造形基礎演習 1
造形技術演習 1

体育 幼児体育Ａ 1
幼児体育Ｂ 1
運動の科学 2

国語 児童文学 2
生活 遊びと生活 2
これら科目に含まれ
る内容を合わせた内
容に係る科目その他
これら科目に順ずる
内容の科目
教科に関する科目の最低必要単位数 ⚖単位以上修得すること。
教職の意義等に関
する科目 2 保育者論 2

教
職
に
関
す
る
科
目

教育の基礎理論に
関する科目

6

教育原理 2
保育原理 2
教育心理学Ⅰ 2
教育心理学Ⅱ 2
発達心理学Ⅰ 2
発達心理学Ⅱ 2
教育制度論 2
園経営論 2

教育課程及び指導
法に関する科目

18

教育・保育課程総論 2
保育内容総論 1 ⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

これらの必修以外の科
目から⚘単位以上選択
必修

保育内容（環境と健康） 2
保育内容（言葉と人間関係） 2
保育内容（表現） 2
保育内容の研究（健康） 2
保育内容の研究（人間関係） 2
保育内容の研究（環境） 2
保育内容の研究（言葉） 2
総合表現 1
保育表現技術（身体・音楽・造形・言語活動) 1
教育方法論 2

生徒指導、教育相
談及び進路指導等
に関する科目 2

幼児理解と援助 1
臨床発達検査法 2
カウンセリング論 2
教育相談特講 2

教育実習（事前及
び事後の指導の 1
単位を含む）

5
乳幼児・障害児実習 2
教育実習指導（幼稚園） 1
教育実習（幼稚園） 4

教職実践演習 2 保育・教職実践演習（小学校・幼稚園） 2
教職に関する科目の最低必要単位数 必修科目を含む 40 単位以上を修得すること。

教
科
ま
た
は
教
職

に
関
す
る
科
目

保幼小連携特論 2

合 計 必修科目を含む 51 単位以上を修得すること。

※⽛教科に関する科目⽜と⽛教職に関する科目⽜の最低必要単位数を超えて修得した単位数は、⽛教科又は
教職に関する科目⽜の単位として換算できる。
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〈2017 年度入学生に適用〉
免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

区分 科 目 単位数 必修 選択

教
科
に
関
す
る
科
目

音楽

6

保育表現技術(音楽表現活動) 1
ピアノ基礎演習 1
幼児歌曲伴奏法 1
器楽表現法 1
器楽表現演習 1

図画工作 保育表現技術(造形表現活動) 1
造形基礎演習 1
造形技術演習 1

体育 幼児体育Ａ 1
幼児体育Ｂ 1
運動の科学 2

国語 児童文学 2
生活 生活経営論 2

遊びと生活 2
これら科目に含まれる内
容を合わせた内容に係る
科目その他これら科目に
順ずる内容の科目

子どもと表現 2

教科に関する科目の最低必要単位数 ⚖単位以上修得すること。

教

職

に

関

す

る

科

目

教職の意義等に関
する科目 2 保育者論 2
教育の基礎理論に
関する科目

6

教育原理 2
保育原理 2
教育心理学Ⅰ 2
教育心理学Ⅱ 2
発達心理学Ⅰ 2
発達心理学Ⅱ 2
教育制度論 2
園経営論 2

教育課程及び指導
法に関する科目

18

教育・保育課程総論 2
保育内容総論 1 ⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

これらの必修以外の科
目から⚖単位以上選択
必修

保育内容（環境と健康） 2
保育内容（言葉と人間関係） 2
保育内容（音楽表現） 2
保育内容（造形表現） 2
保育内容の研究（健康） 2
保育内容の研究（人間関係） 2
保育内容の研究（環境） 2
保育内容の研究（言葉） 2
総合表現 1
保育表現技術（身体・音楽・造形・言語活動) 1
教育方法論 2

生徒指導、教育相
談及び進路指導等
に関する科目 2

幼児理解と援助 1
臨床発達検査法 2
カウンセリング論 2
教育相談特講 2

教育実習（事前及
び事後の指導の⚑
単位を含む）

5
乳幼児・障害児実習 2
幼稚園実習Ⅰ 5 事前事後指導⚑単位含む
幼稚園実習Ⅱ 2

教職実践演習 2 保育・教職実践演習（幼） 2
教職に関する科目の最低必要単位数 必修科目を含む 40 単位以上修得すること。
合 計 必修科目を含む 51 単位以上を修得すること。

※⽛教科に関する科目⽜と⽛教職に関する科目⽜の最低必要単位数を超えて修得した単位数は、⽛教科又は
教職に関する科目⽜の単位として換算できる。
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〈2016 年度入学生に適用〉
免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

区分 科 目 単位数 必修 選択

教
科
に
関
す
る
科
目

音楽

6

保育表現技術(音楽表現活動) 1
ピアノ基礎演習 1
幼児歌曲伴奏法 1
器楽表現法 1
器楽表現演習 1

図画工作 保育表現技術(造形表現活動) 1
造形基礎演習 1
造形技術演習 1

体育 幼児体育Ａ 1
幼児体育Ｂ 1
運動の科学 2

国語 絵本論 2
児童文学 2

生活 生活経営論 2
遊びと生活 2

これら科目に含まれる内
容を合わせた内容に係る
科目その他これら科目に
順ずる内容の科目

子どもと表現 2

教科に関する科目の最低必要単位数 ⚖単位以上修得すること。

教

職

に

関

す

る

科

目

教職の意義等に関
する科目 2 保育者論 2
教育の基礎理論に
関する科目

6

教育原理 2
保育原理 2
教育心理学Ⅰ 2
教育心理学Ⅱ 2
発達心理学Ⅰ 2
発達心理学Ⅱ 2
教育制度論 2
園経営論 2

教育課程及び指導
法に関する科目

18

教育・保育課程総論 2
保育内容総論 1 ⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

これらの必修以外の科
目から⚖単位以上選択
必修

保育内容（環境と健康） 2
保育内容（言葉と人間関係） 2
保育内容（音楽表現） 2
保育内容（造形表現） 2
保育内容の研究（健康） 2
保育内容の研究（人間関係） 2
保育内容の研究（環境） 2
保育内容の研究（言葉） 2
総合表現 1
保育表現技術（身体・音楽・造形・言語活動) 1
教育方法論 2

生徒指導、教育相
談及び進路指導等
に関する科目 2

幼児理解と援助 1
臨床発達検査法 2
カウンセリング論 2
教育相談特講 2

教育実習（事前及
び事後の指導の⚑
単位を含む）

5
乳幼児・障害児実習 2
幼稚園実習Ⅰ 5 事前事後指導⚑単位含む
幼稚園実習Ⅱ 2

教職実践演習 2 保育・教職実践演習（幼） 2
教職に関する科目の最低必要単位数 必修科目を含む 40 単位以上修得すること。
合 計 必修科目を含む 51 単位以上を修得すること。

※⽛教科に関する科目⽜と⽛教職に関する科目⽜の最低必要単位数を超えて修得した単位数は、⽛教科又は
教職に関する科目⽜の単位として換算できる。
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〈2015 年度入学生に適用〉
免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する開設授業科目
備 考授 業 科 目 単位数

区分 科 目 単位数 必修 選択

教
科
に
関
す
る
科
目

音楽

6

保育表現技術(音楽表現活動) 1
ピアノ基礎演習 1
幼児歌曲伴奏法 1
器楽表現法 1
器楽表現演習 1

図画工作 保育表現技術(造形表現活動) 1
造形基礎演習 1
造形技術演習 1

体育 幼児体育Ａ 1
幼児体育Ｂ 1
運動の科学 2

国語 絵本論 2
児童文学 2

生活 生活経営論 2
遊びと生活 2

これら科目に含まれる内
容を合わせた内容に係る
科目その他これら科目に
順ずる内容の科目

子どもと表現 2

教科に関する科目の最低必要単位数 ⚖単位以上修得すること。

教

職

に

関

す

る

科

目

教職の意義等に関
する科目 2 保育者論 2
教育の基礎理論に
関する科目

6

教育原理Ⅰ 2
教育原理Ⅱ 2
保育原理 2
教育心理学Ⅰ 2
教育心理学Ⅱ 2
発達心理学Ⅰ 2
発達心理学Ⅱ 2
教育制度論 2
園経営論 2

教育課程及び指導
法に関する科目

18

教育・保育課程総論 2
保育内容総論 1 ⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

これらの必修以外の科
目から⚖単位以上選択
必修

保育内容（環境と健康） 2
保育内容（言葉と人間関係） 2
保育内容（音楽表現） 2
保育内容（造形表現） 2
保育内容の研究（健康） 2
保育内容の研究（人間関係） 2
保育内容の研究（環境） 2
保育内容の研究（言葉） 2
総合表現 1
保育表現技術（身体・音楽・造形・言語活動) 1
教育方法論 2

生徒指導、教育相
談及び進路指導等
に関する科目 2

幼児理解と援助 1
臨床発達検査法 2
カウンセリング論 2
教育相談特講 2

教育実習（事前及
び事後の指導の⚑
単位を含む）

5
乳幼児・障害児実習 2
幼稚園実習Ⅰ 5 事前事後指導⚑単位含む
幼稚園実習Ⅱ 2

教職実践演習 2 保育・教職実践演習（幼） 2
教職に関する科目の最低必要単位数 必修科目を含む 40 単位以上修得すること。
合 計 必修科目を含む 51 単位以上を修得すること。

※⽛教科に関する科目⽜と⽛教職に関する科目⽜の最低必要単位数を超えて修得した単位数は、⽛教科又は
教職に関する科目⽜の単位として換算できる。
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⑵ 教育実習（幼稚園）
幼稚園教育実習は、幼稚園教諭一種免許状取得の主要な条件であり、事前事後の指導

を含む、⚕単位を修得しなければならない。
本学においては、2018 年度入学生は⽛教育実習（幼稚園）⽜（⚔単位）、⽛教育実習指導

（幼稚園）⽜（⚑単位）を、2015～2017 年度入学生は⽛幼稚園実習Ⅰ⽜（⚕単位）を履修し
なければならない。
●実習期間について
〈2018 年度入学生に適用〉
乳幼児・障害児実習……⚒年次年間通じて金曜日 ＊オリエンテーション時に説明
教育実習（幼稚園)……⚔年次、⚔週間

〈2015～2017 年度入学生に適用〉
乳幼児・障害児実習……⚒年次年間通じて金曜日 ＊オリエンテーション時に説明
幼稚園実習Ⅰ……⚓年次、⚔週間
幼稚園実習Ⅱ……⚔年次、⚒週間（選択）

●実習の手続き
〈2018 年度入学生に適用〉
⚔年次年度当初に履修届を提出すること。なお、履修届を提出できるのは、⚓年前

期までに開講されている学科専門科目のうち、幼稚園教諭一種免許状取得にかかわる
必修科目の未履修・不合格が⚒科目以内である者とする。

●実習の手続き
〈2016 年度・2017 年度入学生に適用〉
各学年、年度当初に履修届を提出すること。なお、幼稚園実習Ⅰ・Ⅱに関しては、

履修届を提出できるのは各実習の前学年前期までに開講されている学科専門科目のう
ち、幼稚園教諭一種免許状取得にかかわる必修科目の未履修・不合格が⚒科目以内で
ある者とする。
〈2015 年度入学生に適用〉
各学年、年度当初に履修届を提出すること。
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●実習費用について
2018 年度に幼稚園実習を行う者は、各学年の年度始め指定の期間に下記の教育実習

費を納入すること。

項 目 金 額

乳幼児・障害児実習 7,000 円

幼 稚 園 実 習 Ⅰ 24,000 円

幼 稚 園 実 習 Ⅱ 16,000 円

⚙ 特別支援学校教諭一種免許状取得について
⑴ 基礎資格
本学では、幼稚園教諭一種免許状を基礎資格として、特別支援学校教諭一種免許状が

取得できる。
⑵ 特別支援教育領域について
特別支援学校教諭免許状は、修得した単位数によって教育できる⚕つの特別支援領域

を定めています。
一つまたは二つ以上の特別支援領域に関する単位を修得すると免許状を取得できま

す。

特別支援領域 法律に定める
最低修得単位数

本学で修得すべき最低修得単位数

2018 年度入学生 2015～2017 年度入学生
視覚障害者に関する教育の領域 ⚘単位
聴覚障害者に関する教育の領域 ⚘単位
知的障害者に関する教育の領域 ⚔単位 ⚖単位 ⚖単位
肢体不自由者に関する教育の領域 ⚔単位 ⚖単位 ⚔単位
病弱者に関する教育の領域 ⚔単位 ⚔単位 ⚔単位

本学では、必要単位数を修得することで、⽛知的障害者に関する教育の領域⽜、⽛肢体不
自由者に関する教育の領域⽜、⽛病弱者に関する教育の領域⽜が教授可能な免許となりま
す。
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⑶ 教員免許状取得に必要な教科および教職科目の単位の修得方法
〈2018 年度入学生に適用〉
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（注） 知：知的障害者 肢：肢体不自由者 病：病弱者 視：視覚障害者 聴：聴覚障害者
重・LD：重複障害・LD等領域

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学の開設授業科目
修得すべき最低単位数

備 考
科目 左記に含めるこ

とが必要な事項
最低修得
単位数 授業科目 領

域
単位数

計 必修 選択 知 肢 病 計
特別支援教育の基礎理論に関
する科目

⚒ 特別支援教育総論 ⚒ ⚒
特別支援教育と福祉 ⚒
特別支援教育実践論 ⚒

特別支援教
育領域に関
する科目

心身に障害のある
幼児、児童又は生徒
の心理、生理及び病
理に関する科目

⚑ 領
域
ご
と
に
各
⚔

16 知的障害児の心理・生理・病理 知 ⚒ ⚒ ⚖ 16
肢体不自由児の心理・生理・病理 肢 ⚒ ⚒
病弱児の心理・生理・病理 病 ⚒ ⚒

心身に障害のある
幼児、児童又は生徒
の教育課程及び指
導法に関する科目

⚒ 知的障害児教育 知 ⚒ ⚒ ⚖
肢体不自由児教育 肢 ⚒ ⚒
病弱児教育 病 ⚒ ⚒

・心身に障害のある
幼児、児童又は生徒
の心理、生理及び病
理に関する科目
・心身に障害のある
幼児、児童又は生徒
の教育課程及び指
導法に関する科目

知的障害児教育総論 知 ⚒ ⚒
⚔

肢体不自由児教育総論 肢 ⚒ ⚒

免許状に定
められるこ
ととなる特
別支援教育
領域以外の
領域に関す
る科目

心身に障害のある
幼児、児童又は生徒
の心理、生理及び病
理に関する科目

⚕ 視覚・聴覚障害児の
心理・生理・病理 視聴 ⚑ ⚖

重複・発達障害児の
心理・生理・病理 重･LD ⚒

心身に障害のある
幼児、児童又は生徒
の教育課程及び指
導法に関する科目

視覚・聴覚障害児教育総論 視聴 ⚑

重複・発達障害児教育総論 重･LD ⚒

心身に障害のある幼児、児童
又は生徒についての教育実習 ⚓

教育実習指導（特別支援） ⚑ ⚓
教育実習（特別支援） ⚒

領域ごとに修得すべき最低単位数 ⚖ ⚖ ⚔
最低単位数 免許必修科目を含む 27 単位以上を修得すること。



〈2015～2017 年度入学生に適用〉
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免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学の開設授業科目
修得すべき最低単位数

備 考
科 目 左記に含めるこ

とが必要な事項
最低修得
単位数 授業科目 領

域
単位数

計 必修 選択 知 肢 病 計
特別支援教育の基礎理論に関
する科目

⚒ 障害児教育総論 ⚒ ⚒
子ども家庭福祉論Ⅱ(障害児） ⚒
障害児基礎理論 ⚒
障害児養護実践論 ⚑

特別支援教
育領域に関
する科目

心身に障害のあ
る幼児、児童又
は生徒の心理、
生理及び病理に
関する科目

⚑ 領
域
ご
と
に
各
⚔

16 知的障害児の心理・生理・病理 知 ⚒ ⚒ ⚖ 16 ⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

⚑領域以上
を 選 択 す
る。

これらの必
修以外の科
目から⚒単
位以上選択
必修

障害児臨床心理学 知 ⚒
肢体不自由児の心理・生理・病理 肢 ⚒ ⚒
病弱児の心理・生理・病理 病 ⚒ ⚒

心身に障害のあ
る幼児、児童又
は生徒の教育課
程及び指導法に
関する科目

⚒ 知的障害児教育 知 ⚒ ⚒ ⚖

肢体不自由児教育 肢 ⚒ ⚒

病弱児教育 病 ⚒ ⚒
・心身に障害のある
幼児、児童又は生徒
の心理、生理及び病
理に関する科目
・心身に障害のある
幼児、児童又は生徒
の教育課程及び指
導法に関する科目

知的障害児教育総論 知 ⚒ ⚒ ⚒

肢体不自由児教育総論 肢 ⚒

病弱児教育総論 病 ⚒

免許状に定
められるこ
ととなる特
別支援教育
領域以外の
領域に関す
る科目

・心身に障害のある
幼児、児童又は生徒
の心理、生理及び病
理に関する科目

⚕ 視覚・聴覚障害児の
心理・生理・病理 視聴 ⚑ ⚖

重複・発達障害児の
心理・生理・病理 重･LD ⚒

・心身に障害のある
幼児、児童又は生徒
の教育課程及び指
導法に関する科目

視覚・聴覚障害児教育総論 視聴 ⚑

重複・発達障害児教育総論 重･LD ⚒

心身に障害のある幼児、児童
又は生徒についての教育実習 ⚓ 障害児教育実習 ⚓ ⚓

領域ごとに修得すべき最低単位数 ⚖ ⚔ ⚔
最低単位数 免許必修科目を含む 27 単位以上を修得すること。

（注) 知：知的障害者 肢：肢体不自由者 病：病弱者 視：視覚障害者 聴：聴覚障害者
重・LD：重複障害・LD等領域



⑷ 教育実習（特別支援）について
特別支援学校教諭一種免許状取得のための実習は、基礎資格のための教育実習とは別

に特別支援学校での実習が必要である。本学においては、2018 年度入学生は⽛教育実習
（特別支援）⽜（⚒単位）、⽛教育実習指導（特別支援）⽜（⚑単位）を、2015～2017 年度入学
生は⽛障害児教育実習⽜（⚓単位）を履修しなければならない。
特別支援学校の実習受け入れには制限があり、希望者全員が実習できるとは限らない。

詳細はオリエンテーションにて説明する。
●実習期間について
〈2018 年度入学生に適用〉
教育実習（特別支援)……⚔年次、⚒または⚓週間

〈2015～2017 年度入学生に適用〉
障害児教育実習……⚔年次、⚒または⚓週間

●実習の手続き
〈2018 年度入学生に適用〉
⚔年次年度当初に履修届を提出すること。なお、履修届を提出できるのは、⚓年前

期までに開講されている学科専門科目のうち、⽛区分：障害児の理解⽜に属する科目の
未履修・不合格が⚒科目以内であり、幼稚園教諭一種免許状取得にかかわる必修科目
の未履修・不合格も⚒科目以内である者とする。
〈2016 年度・2017 年度以降入学生に適用〉
⚔年次年度当初に履修届を提出すること。なお履修届を提出できるのは、⚓年前期

までに開講されている⽛区分：障害児の理解⽜に属する科目の未履修・不合格が⚒科
目以内であり、⽛幼稚園実習Ⅰ⽜を履修中の者とする。
〈2015 年度入学生に適用〉
⚔年次年度当初に履修届を提出すること。なお履修届を提出できるのは、次の単位

を修得済みの者とする。

区 分 授 業 科 目 単位数 備 考
特別支援教育に関
する科目

障害児教育総論 ⚒単位
知的障害児教育総論 ⚒単位

教職に関する科目 教育原理Ⅰ ⚒単位 幼稚園教諭免許
のための科目教育心理学Ⅰ ⚒単位

幼稚園実習Ⅰ ⚕単位
教科に関する科目 10 単位以上

合 計 23 単位以上
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●実習費用について
障害児教育実習を行う者は、年度始め指定期間に下記の障害児教育実習費を納入す

ること。

項 目 金 額

障害児教育実習 7,000 円
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